
 

折尾まちづくりビジョン１.提言（P4） 

折尾まちづくりビジョン≪案≫では、『文化財指定を受けるよりも』と明記されていた。 

平成 20年 6月 27日 ○折尾まちづくりビジョンを、北九州市に提出 

折尾まちづくりビジョン ６.地区の問題点（P19） 

【折尾地区が目指すもの】（P27） 

住む人に誇りを、来る人に感動を 

歴史遺産を活かしたまちづくり 

（P9） 

◆北九州市教育委員会文化財課の職員が、折尾駅舎の価値を説明。 

部会委員から「折尾駅舎は残さないといけない！」との声があがった。 

◆文化財課の職員が説明している時に、上司？が立ち上がり、文化財課の職員を指をさして、  

まるで恫喝のような雰囲気で説明を制御した。 

その後、文化財課の職員は、自ら発言をすることができない、オブザーバー席に移された。 

◆部会員より、『こんなのは会議ではない。折尾駅舎を１％でも残せる可能性があるのなら、 

文化財指定も含めた方向で会議を進めるべき』と要望があり、その方向で会議が進められた。 

歴史建造物部会の専門家は、 

・提言の内容は知らされず、 

・ビジョンの報告会にも呼ばれず、 

・ビジョンの冊子すらもらっていない 

歴史建造物部会での検討（会議状況） ◆ワークショップのような会議で、突然、「折尾まちづくりビジョン＜案＞」が配布され、 

折尾駅舎は、『文化財指定を受けるよりも』と明記されていた。 

◆策定委員会や運営委員会で『文化財指定を受けるよりも』の削除を求めたが、「等」という 

文言１文字の加筆すら認められなかった。 

◆総会の場で、歴史建造物部会員や、専門部会報告会で歴史建造物部会の専門家（尾道教授）

の話を聞いた人の証言により『文化財指定を受けるよりも』を削除することができた。 

（策定委員会） 

歴史建造物部会の提言＜案＞は、誰が作成したのでしょうか？ 
 

・歴史建造物部会の、専門家ではありません。 

・策定委員会、運営委員会、役員会でもありません。 

・北九州市でしょうか？！ 

・教育委員会でしょうか？！ 

折尾まちづくりビジョンのとりまとめ（策定委員会の会議状況） 

◆折尾駅舎を残すとも残さないとも検討されない、異様な雰囲気の会議になる。 


